
水道水をつくるための予算 水道施設を整備するための予算

下水を処理するための予算 下水道施設を整備するための予算

114億8,400万円

収 入

100億7,000万円

支 出

水道事業

その他
5億9,400万円

その他  3億6,500万円

収支差額
14億1,400万円

収支差額
7億6,700万円

施設建設のための
借入金の支払利息

8億2,100万円
事業全般を運営するための費用

8億5,600万円

メーターの検針や
料金収納のための費用

5億9,100万円

使用料収納のための費用
4億2,800万円

事業全般を
運営管理するための費用

5億800万円

施設の建設のための
借入金の支払利息

15億5,100万円

配水管メーターなどの
維持管理のための費用

13億4,500万円

水道水をつくるための費用
19億1,700万円

下水を適切に
処理するための費用

38億9,500万円

不足額
49億3,200万円

不足額
51億3,900万円

不足額
51億3,900万円

国庫補助金
工事負担金など
5億4,600万円

国庫補助金工事負担金など
24億3,000万円

借入金償還金など
24億9,900万円

借入金償還金など
55億4,900万円

施設の建設・改良などに
要する費用

36億7,900万円

施設の建設や
整備に要する費用

34億9,900万円

借入金
6億9,900万円

借入金
14億7,900万円

減価償却費
39億4,600万円

※１

減価償却費
65億1,100万円

※１

　水道事業では、安全でおいしい水をいつでも安定的にお届けできるよう、地震等の災害に備え、

施設の耐震化の推進や古くなった施設や水道管を更新する工事などを行います。

下水道事業
　下水道事業では下水道をいつでも安心してご利用いただけるよう、地震等の災害に備え、
施設の耐震化の推進や、古くなった下水道管の寿命を延ばすための工事、大雨の際に下水道管
の水をあふれにくくするための工事等を行います。

加入金、
一般会計からの

繰入金など
14億2,200万円

水道料金
100億6,200万円

下水道使用料
78億2,200万円

一般会計からの繰入金
36億6,800万円

その他
25億3,500万円

収支差引 14億1,400万円

12億4,600万円

収 入

61億7,800万円

支 出

140億2,500万円

収 入

132億5,800万円

支 出
収支差引 7億6,700万円

39億900万円

収 入

90億4,800万円

支 出
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※グラフの表示額は消費税込み

　不 足 額 は 施 設 の

減価償却費などの内

部に蓄えられた資金

で補てんします。

　不 足 額 は 施 設 の

減価償却費などの内

部に蓄えられた資金

で補てんします。

予 算


